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報
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

広

小学生も中学生も
一緒の校舎で一緒に勉強！



広報そえだ（令和７年６月号）　２３　広報そえだ（令和７年６月号）

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

　

明
治
５
年
に
法
光
寺
を
仮
校
舎
と
し

て
始
ま
っ
た
添
田
町
の
学
校
教
育
。
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
近
年
大
き
く
変
化
す
る

教
育
環
境
に
対
応
し
つ
つ
児
童
の
能
力

を
伸
ば
し
、
人
口
減
少
の
影
響
か
ら
少

人
数
学
級
が
進
む
既
存
の
小
学
校
で
は

難
し
か
っ
た
、
社
会
的
自
立
の
基
礎
や

社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
基
本
的
資
質

を
養
う
た
め
に
重
要
な
要
素
「
集
団
規

模
」
を
確
保
す
る
た
め
、
町
内
の
小
学

校
を
統
合
し
、
昭
和
の
始
ま
り
か
ら
数

え
て
100
年
目
に
あ
た
る
令
和
７
年
に
新

た
な
添
田
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

美
し
い
自
然
や
歴
史
を
持
つ
添
田
公

園
の
一
画
に
新
設
し
た
新
校
舎
に
は
新

し
い
添
田
小
学
校
、
移
転
し
た
添
田
中

学
校
が
入
り
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

全
員
集
合
し
ま
す
。
中
学
生
が
勉
強
に

部
活
に
頑
張
る
姿
に
憧
れ
る
小
学
生
、

小
学
生
の
手
本
と
な
る
よ
う
頑
張
る
中

学
生
が
同
じ
空
間
で
学
校
生
活
を
送
る

校
舎
で
、
こ
れ
ま
で
各
学
校
が
継
承
し

て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
学

校
で
、
新
た
な
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
が
開

か
れ
ま
す
。

中学
校グ
ラウ
ンド
整備
工事
着工
（予
定）

旧添
田中
学校
解体
工事
着工
（予
定）

添田
町立
小中
学校
建設
事業
校舎
新築
工事

　　
　契
約締
結

添田
町立
小中
学校
実施
設計
完成

添田
町立
小中
学校
開校
準備
協議
会発
足

校舎
躯体
工事
完成

校舎
基礎
工事
完成

旧中
学校
体育
館解
体工
事完
了

旧中
学校
体育
館解
体工
事着
工

添田
町立
小中
学校
更新
基本
計画
策定

中学
校グ
ラウ
ンド
完成
（予
定）

令和３年
３月

令和３年
10月

令和４年
11月

令和５年
４月

令和５年
８月

令和６年
２月

令和６年
９月

添田
町立
小中
学校
校舎
完成

令和７年
２月

添田
町立
小中
学校
落成
式

令和７年
４月

添田
町立
小中
学校
起工
式

令和５年
９月

令和７年
６月

令和７年
12月

令和９年
３月

旧添
田中
学校
解体
工事
完了
（予
定）

令和８年
１月

自然豊かな岩石山の麓にピカピカの添田小学校・添田中学校が誕生自然豊かな岩石山の麓にピカピカの添田小学校・添田中学校が誕生

新しい学校で
　　新しい毎日がスタート

添田
町立
小中
学校
基本
設計
完成

令和４年
３月

待望の学び舎！
添田小学校　
添田中学校　
完成までの　
スケジュール

舎！舎！



広報そえだ（令和７年６月号）　４

　地域材をふんだんに使い内装を木質化した
校舎棟と体育館棟からなる新校舎。校舎棟は
小学校を１、２階、中学校を４階に併設し、
３階は図書室などの共有スペースとしました。
給食調理室は１階に設置し、児童・生徒に温
かい給食を提供するためエレベーターを設置
しました。体育館棟は１、２階を小学校、３、
４階を中学校として校舎棟の教室と同じよう
に空調を整備しました。小学４年から６年生、
中学生が利用する昇降口や運動場へつながる校舎棟と体育館棟の間にある大階段前は「おはよう広場」と名づけら
れ、年代を超えた登校時のあいさつ運動や小・中学校の交流の場となります。

５　広報そえだ（令和７年６月号）

　小学校の教室は広く設計、廊下と
の間仕切りを開放できる仕様とし、
多様な学習形態が可能な教室となっ
ています。低学年の普通教室には教
師コーナーを設け、休み時間に教師
が職員室に戻らずに児童を見守れる
環境を整備。教室に低学年専用校庭
への出入り口も設置しました。

　３階の共有スペースには小学生・中学生の
どちらも利用できる図書室や家庭科室、学年
集会などで利用する多目的ホールを設置しま
した。中学校は普通教室を特別学習教
室やメディアスペースに隣接するよう
配置。少人数学習やグループ学習を行
いやすい環境を整えました。

最新設備満載なのに木のぬくもりが感じられどこか懐かしい

↑100人以上収容可能なホール。学年集会などを行います

新校舎をご紹介

低学年教室（小学校） 高学年教室（小学校）

低学年専用校庭 低学年昇降口小学校廊下

図書室図書室

中学生昇降口中学生教室

多目的ホールメディアスペース

中央階段

中学校体育館 小学校体育館

３階廊下 地域ラウンジ

おはよう広場

あいさつ運動

学校入口

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

↑中学校普通教室に隣接し、休み時間の利用もできます↑３階から４階へ繋がる階段も木材を多く使用

↑木で作られた下駄箱が生徒を迎えます↑特別教室を含む全教室に冷暖房を完備しています

↑休み時間に多くの児童・生徒でにぎわう、小学校・中学校共有の図書室

↑丸窓からはおいしい給食の調理風景が臨めます↑低学年専用の遊び場にはブランコやすべり台を用意↑１年生教室前にはミニ図書コーナーを設置

↑収納棚は一人２個以上用意されています↑低学年教室の奥には教師コーナーを設置

↑小学校・中学校体育館も教室と同じように冷暖房設備を整備しました↑バスケットコートが２面、バドミントンコートが３面とれる広い中学校体育館

↑体育館入口にある地域ラウンジ↑教室や廊下など、木材をふんだんに使用しています



【
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
こ
こ
ろ
】

　

歴
史
・
文
化
・
自
然
を
育
む
添
田
町
に
生
ま
れ
た
喜
び
と

　

誇
り
が
持
て
る
教
育
を
実
践
し
ま
す

【
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
か
し
こ
さ
と
た
く
ま
し
さ
】

　

夢
や
希
望
の
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
も
の
の
見
方
や
考

　

え
方
に
触
れ
、
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
を
育
む
と
と
も

　

に
、
た
ゆ
ま
ず
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
忍
耐
力

　

や
体
力
、
学
力
を
身
に
着
け
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

　

た
教
育
を
実
践
し
ま
す

【
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
】

　

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
体
験
活
動
や
人
間
的

　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
「
人
の
間
＝
社
会
」
で
生
き
て
い
く

　

た
め
の
教
育
を
実
践
し
ま
す

ふ
る
さ
と
添
田
町
を
愛
し

夢
・
希
望
を
実
現
す
る

か
し
こ
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
兼
ね
備
え
た

人
間
性
豊
か
な
心
を
持
つ
子
ど
も

「
未
来
を
つ
く
る
力
」

　

添
田
町
が
育
成
を

　
　

目
指
す
子
ど
も
像

新
し
い
添
田
小
学
校
・
添
田
中
学
校
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て　
　

添
田
町
教
育
長　

髙
瀨
光
一

髙
瀨
光
一

　

町
は
未
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
目
指
す
子
ど

も
像
・
教
育
目
標
を
「
ふ
る
さ
と
添
田
町
を
愛
し

　

夢
・
希
望
を
実
現
す
る　

か
し
こ
さ
と
た
く
ま

し
さ
を
兼
ね
備
え
た　

人
間
性
豊
か
な
心
を
持
つ

子
ど
も
」
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
施
策
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

校
舎
の
新
設
に
あ
た
り
、
こ
の
教
育
目
標
の
実

現
の
た
め
小
学
校
・
中
学
校
が
学
校
像
・
計
画
理

念
を
「
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
み
、
地
域

の
未
来
を
拓
く
学
校
」
と
定
め
▼
予
測
困
難
な
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る

「
生
き
る
力
」を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
つ
け
る
子
ど

も
の
育
成
▼
問
題
解
決
的
な
学
習
や
体
験
型
学
習

の
一
層
の
充
実
▼
こ
れ
ま
で
分
散
し
て
い
た
人
的・

物
的
資
源
を
効
果
的
に
投
資
▼
小
・
中
学
校
９
年

間
の
義
務
教
育
を
見
通
し
た
教
育
課
程
の
編
成
・

実
施
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

町
が
目
指
す
子
ど
も
像
・
学
校
像
実
現
の
た
め

に
保
育
園
な
ど
を
出
た
ば
か
り
の
小
学
１
年
生
か

ら
大
人
の
入
口
に
い
る
中
学
生
が
一
緒
に
在
籍
す

る
義
務
教
育
学
校
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
小
学

校
６
年
・
中
学
校
３
年
制
を
維
持
し
、
小
中
一
体

型
校
舎
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
学
校
を
創
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
進
学
、

新
し
い
環
境
で
の
学
習
や
生
活
に
移
行
す
る
段
階

で
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
諸
問
題
（
い
わ
ゆ
る

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
）
を
避
け
、
義
務
教
育
９
年
間
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
接

続
を
円
滑
化
し
ま
す
。
小
学
校
職
員
室
を
校
舎
２

階
、
中
学
校
職
員
室
を
校
舎
３
階
に
設
け
た
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
像
・
学
校
像
を
実
現
す
る
た
め

の
目
的
を
明
確
に
し
て
教
職
員
な
ど
関
係
者
間
で

共
有
し
、学
校
全
体
で
組
織
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

少
子
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
な
ど

で
児
童
生
徒
の
人
間
関
係
が
固
定
化
・
希
薄
化
し

や
す
い
中
、
学
校
が
一
つ
と
な
る
こ
と
で
多
様
な

教
職
員
・
児
童
生
徒
・
保
護
者
な
ど
と
関
わ
る
機

会
を
増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
添
田
小
学

校
区
域
の
見
守
り
な
ど
を
行
っ
て
き
た
学
校
運
営

協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
小
学
校・

中
学
校
に
広
げ
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
む
こ

と
で
、
児
童
生
徒
が
地
域
と
か
か
わ
る
機
会
を
増

や
し
、「
ふ
る
さ
と
添
田
町
」
を
愛
す
る
心
情
、
将

来
へ
の
希
望
や
夢
、
や
り
抜
く
力
や
意
欲
な
ど
を

高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
が
一
つ
と
な
っ
た

校
舎
だ
か
ら
で
き
る
教
育

７　広報そえだ（令和７年６月号） 広報そえだ（令和７年６月号）　６

添
田
町
が
目
指
す
子
ど
も
像
・
学
校
像

広報そえだ（令和７年６月号）報 令 ７ ６ 号 ６６

　
　
　
　
　

添
田
小
学
校
の

　
　
　
　
　

教
育
目
標
は
、

　
　
　
　

「
自
ら
学
び

心
豊
か

で　

た
く
ま
し
く
生
き
る　

子
ど

も
の
育
成
」
で
す
。
こ
の
教
育
目

標
達
成
に
向
け
て
、「
い
い
声
・
い

い
顔
・
い
い
心
」
を
合
言
葉
に
し

て
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
徴
的
な
教
育
活
動
と

し
て
、「
ふ
る
さ
と
学
習
」を
位
置

付
け
て
い
ま
す
。
添
田
町
の
生
き

物
に
ふ
れ
る
学
習
、
米
作
り
体
験
、

長
期
宿
泊
体
験
学
習
、
添
田
町
の

自
然
・
歴
史
・
文
化
に
ふ
れ
る
学

習
な
ど
、
添
田
町
の
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
に
ふ
れ
、
地
域
に
誇
り
や
愛

情
を
も
ち
、
地
域
の
一
員
と
し
て

貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
と
な
っ
て
、
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
が
一
つ
の
校
舎
で

過
ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、
小
中
連
携
も
進
め
た

い
と
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
添

田
町
を
愛
し
、
夢
や
希
望
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
、

全
力
で
教
育
活

動
に
力
を
注
ぎ

ま
す
。 機

に

小
中
連
携
も
進

に

小
中

携

進進
め
た
め

計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

画

て
い

と

ろ
で
す
で

ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ

も

ち
が

ふ

ささ
と
添
と

を
愛
し
、
夢
や
希
望
を

愛

、
夢

希

をを
実
現
実

同同

員
一
員
一

教
職
員

教
職
員

教教

よ
う
、

よ
る
よ
る
よよ

、
教

員

同
、
同

活活

教
育
活

教
育
活

で
教
で
教教

活ぎぎ

を
注
ぎ

を
注
ぎ

力
を
力
をを

ぎ 教
「
自自

　　　　　　　今年度から始まった新校舎
　　　　　　　での学校生活。生徒たちは
スローガンを「新天地～新しい自分を発見
しよう～」として、気持ちを新たに学校生
活に意欲的に望んでいます。そんな生徒た
ちの希望や期待に応えられるよう教職員も
一丸となって取り組んでいます。また、添
田中学校は添田小学校と別の学校でありな
がら一つの校舎の中に同居状態である珍し
い形態になっています。この特徴を活かし
ながら、添田町が目指す「ふるさと添田町
を愛し、夢希望を実現する、かしこさとた
くましさを兼ね備えた、人間性豊かな心を
持つ子ども」を育むべく、小学校と共通さ
せるべきところは連携し、発達段階に応じ
て成長させるべきところは９年間の系統的
　　　な教育活動として取り組み、中学校
　　　　独自としては、小学生の模範とな
　　　　　る、憧れられる先輩となれるよ
　　　　　　う取り組みを進めていきます。り組みを進めて組み 進り組みを進めて組み 進り組みを進めて

インタビュー

　　　　　　 　今
　　　　 　　　で
インタビュー

　

今
年
は
長
持
ち
し
て
く
れ
た
添
田
公
園
の
桜
咲
く
中
の

落
成
式
か
ら
、
新
添
田
小
学
校
の
開
校
式
、
小
中
と
も
に

新
調
し
た
校
旗
の
譲
渡
式
、
始
業
式
、
入
学
式
と
慌
た
だ

し
く
、
そ
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
４
月
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

地
域
や
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
登
下
校
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
も
含
め
て
順
調
に
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く
の
間
、

私
も
朝
の
登
校
指
導
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
入
学
し
た
ば
か
り

の
小
学
１
年
生
の
手
を
引
い
て
登
校
し
て
い
る
姿
を
見
ま
し
た
。「
妹
？
」
と
聞
く
と
、「
は
い
！
」

と
い
う
返
事
。
照
れ
る
こ
と
も
な
く
、
む
し
ろ
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
で
し
た
。
少
し
心
細
そ
う
な
妹
さ

ん
も
ニ
コ
ッ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

気
持
ち
が
ほ
っ
こ
り
す
る
と
同
時
に
、「
新
し
い
小
中
学
校
は
絶
対
に
す
ば
ら
し
い
学
校
に
な
る
！
」

と
確
信
し
ま
し
た
。
敷
地
等
の
関
係
か
ら
４
階
建
て
の
校
舎
と
な
り
ま
し
た
が
、
添
田
町
の
小
中
学

生
が
一
つ
屋
根
の
下
で
一
緒
に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
中
学
生
が
小
学
生
に
目
を
か
け
お
世
話

も
す
る
、小
学
生
は
そ
ん
な
中
学
生
を
見
な
が
ら
憧
れ
を
持
っ
て
成
長
す
る
。
年
齢
に
関
係
な
く
遊
び
、

生
活
し
て
い
た
か
つ
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
姿
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
小
・
中
学
校
が
一
緒
に

な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
や
県
の

委
嘱
を
受
け
た
道
徳
教
育
推
進
事
業
も
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
学
校
内
で
は
朝
の
時
間

を
活
用
し
て
中
学
生
が
小
学
生
の
朝
自
習

の
丸
付
け
を
始
め
ま
し
た
。
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
町
全
体
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長

を
支
援
し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

添田中学校
長畑理恵校長

る きところは連る と ろは
て成長させるべきと成長 せ べき成
　 　な教育活動と教 活動
　 　 独自として独 とし
　　　 　る、憧れ、憧憧

う取取　　　 　　う取取う取取う取

添田中添田添田中添田添田中
長畑理長畑長畑理長畑長畑理

新校舎に移って、中学生全員が
同じフロアにいるので顔を見る
ことができ、上級生としてしっかりしなけれ
ばと感じます。理科室など特別教室も同じ階
にあって移動が楽になり、勉強に集中できる
ようになりました。部活の練習試合も添田中
学校でできるようになりました。登校
時など見守ってくれる地域の方に積極
的にあいさつして、毎日触れ合う小学
生のお手本になれるよう頑張ります。のお手本になれるよう頑のお 本 なれ よう頑張ります。張 す

インタビュー

添田中学校生徒会長
丸山宗将さん

　
　
　
　

新
し
い
学
校
は
廊
下
と

　
　
　
　

か
色
々
な
と
こ
ろ
に
木

　
　
　
　

が
使
わ
れ
て
い
て
、
居

　
　
　
　

心
地
が
良
く
て
学
校
に

来
る
の
が
以
前
よ
り
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。
読
書
が
好
き
な
の
で

図
書
室
も
広
く
な
っ
て
本
を
読
む

ス
ペ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
で
き
た
の

で
う
れ
し
い
で
す
。
毎
朝
、
お
は

よ
う
広
場
で
中
学
生
が
あ
い
さ
つ

し
て
く
れ
る
の
が
か
っ
こ
よ
く
て
、

私
も
中
学
生
に
な
っ
た
ら
小
学
生

の
こ
と
を
思
い
や
り
た
い

と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

新
し
新
し

か
色
か
色

が
使
が
使

心
地
心
地

インタビュー

下
と
下
と
下に

木
に
木
に

居居
校
に
校校に

な
にの

で
の読

む
読た

の
た
の
た

添田小学校企画委員長　手嶋花奈さん

おおおさ
つ
さ
つ
さささく

て
、

く
て
、

くくく

、

学
生
学
生
学学学 お

は
お
は
お

田小学校小学田小学校小学田小学校添田添添田添添田 校企画企校企画企校企画 添田小学校　中山博紀校長

た学学ででここたたたす
。。

博紀校長紀 長博紀校長紀 長博紀校長校　中山博中 博校 中山博中 博校 中山博学校学学校学学校

現

添添添添添

す添

田小学小田小学小田小学

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）



広報そえだ（令和７年６月号）　８

添田町プレミアム地域商品券【紙】

添田町プレミアム地域商品券【デジタル】

◆申込期間 ６月10日㈫～25日㈬
◆販売冊数　1,500冊　※販売冊数を超える申し込みがあった場合は抽選となります。
◆申込方法 申込書に必要事項を記入し、運転免許証や保険証、マイナンバーカードなどの本人
　確認ができる書類の写しを貼付して、添田町商工会に郵送または持参（25日17時必着）
※家族分を同封して提出できます。FAXでの申し込みはできません。郵送の場合は６月25日必着。
◆申込書 添田町商工会が６月上旬に町内全世帯にポスティングする案内封筒に同封しています。
　また、添田町商工会・役場商工観光振興課にもあるほか、添田町商工会・町のホームページか
　らもダウンロードできます
◆販売金額・購入限度 １冊10,000円。１人あたり３冊まで
※デジタル商品券との重複購入はできません。

◆引換日・場所売７月13日㈰ ９時～16時  ▶▶▶  オークホール
　　　　　　　　７月14日㈪～16日㈬ 各日９時～16時  ▶▶▶  添田町商工会
　　　　　　　　◆引換方法 ７月上旬に郵送する購入引換券を持参ください
　　　　　　　　　　　　　　　※代理で引き換えすることができます。上記引換日を過ぎると購入引換券は無効にな
　　　　　　　　　　　　　　　りますので、期限内の引き換えをお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　◆使用期間 令和７年７月13日㈰～令和８年１月12日㈪　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　◆窓口販売 予約販売で完売しなかったときは、追加販売を行います。追加販売の
　　　　　　　　　　　　　　　　有無はホームページなどで別途お知らせします

◆申込期間 ７月22日㈫～27日㈰
◆販売口数 4,500口　※販売口数を超える申し込みがあった場合は抽選となります。
◆申込方法 「ひこｐａｙ」アプリをインストール後、アプリ内でアカウントの登録を行い、申し込み。
　昨年、「ひこｐａｙ」を利用した人は、アップデート後、アプリ内で申し込み
◆アプリのインストール方法 次の二次元コードを読み取り、インストールしてください。また、
　AppStore や GooglePlay で「ひこｐａｙ」と検索し、インストールすることもできます
※アプリは７月１日㈫からインストール・アップデートすることができます。
◆販売金額・購入限度 　１口10,000 円。１人あたり10口まで
※代理での購入はできません。紙の商品券との重複購入はできません。
◆購入方法 購入可能な人に「ひこｐａｙ」アプリから通知がきます。72時間以内に
　コンビニエンスストアでお支払いください。なお、通知から72時間以内に購入がな
　い場合は自動キャンセルとなります
◆使用期間 令和７年７月29日㈫～令和８年１月12日㈪
◆追加販売 予約販売で完売しなかったときは、８月１日㈮から随時販売します。詳しくは
　アプリ内の通知を確認ください

↑商工会
　ホームページ

↑添田町
　ホームページ

　
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
は

←
コ
チ
ラ
か
ら（
７
月
１
日
〜
）

見
本

予約販売は添田町民限定！予約は申請書またはアプリから！！

添田町プレミアム付地域商品券
販売価格
10,000円で

円分使える
商品券に

ト
ー
ル
は

１
日
〜
）

問 添田町商工会（☎82-0244）

◆引換日・場所売７月
　 　　　　　　７月
　　　　　　　　◆引
　　　　　　　 　　　
　　　　　 　　 　　　
　　　　　　　　 　　
　 　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　

見　本

12,000

９　広報そえだ（令和７年６月号）

若者定住促進新築支援事業支援金

定住促進リノベーション事業支援金

◉対象者の主な要件
▶申請日時点で、18歳以上45歳以下　▶住宅取得契約日から６か月以内
　▶申請者と同居家族が所有する住宅がない
▶同一世帯の人が添田町の定住支援事業を受けていない
▶行政区に加入し、５年以上居住する　
　▶町税などに滞納がない　など
◉支援金
建築費または購入費の10％（最大100万円）
◉加算金（次の要件のいずれかに該当する場合、支援金に加算）
▶購入費用の10％（最大30万円）

　　▷町内建設業者利用　▷県産材の柱が30本以上　▷多世帯同居住宅　▷国内災害被災者
▶購入費用の10％（最大50万円）

　　▷18歳以下の子どもがいる

◉対象者の主な要件
▶空き家購入日から６か月以内　▶町内に所有する住宅がない

　▶申請者が土地・住宅の登記上の名義人であり、リノベーションの契約者
▶同一世帯、または同一世帯であった人が添田町の定住支援事業を受けていない
▶行政区に加入し、５年以上居住する　　
▶町税などに滞納がない　など
◉支援金
リノベーション費用の50％（最大100万円）
◉加算金（次の要件のいずれかに該当する場合、支援金に加算）
▶リノベーション費用の50％（最大30万円）
　　▷町内建設業者利用　▷県産材の柱が30本以上 ▷多世帯同居住宅　▷国内災害被災者
▶リノベーション費用の50％（最大50万円）
　　▷18歳以下の子どもがいる

※上記以外の要件もありますので、必ず事前に相談ください。

月以内

契約者
受けていない

　添田町に定住する目的で住宅を新築または購入する人や、空き家を購入しリノベーションする人に対
して費用の一部を支援しています。予算に達し次第受付を終了しますので、早めに相談ください。

制度の詳細はコチラで確認を→

制度の詳細はコチラで確認を→

問 役場まちづくり課
　 まちづくり推進係
　 （☎82-5965）

定住促進支援金の
お知らせ

問問問 役場まちづくり課
　 まちづくり推進係
　 （☎（☎（☎828282-5559696965）5）5）

問 役場まちづくり課
　 まちづくり推進係
 　（☎82-5965）

最大
180万円

最大
180万円
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まちからのお知らせ＆情報

添 田町職員採用候補者登録試験を実施します。
採用予定日は、令和７年10月１日です。

【一次試験】７月19日 ㈯（受付９時30分～）
【試験会場】添田町役場
【試験方法】公務員として必要な基礎知識などが
　出題される職務能力試験・職務適応性検査
【試験職種・採用人数】一般事務・４人程度
【受験資格】平成２年４月２日から平成19年４月
　１日までに生まれた人
【初任給】 高卒188,000円程度、大卒220,000
　円程度
※学歴・職務経験年数により異なります。
【提出書類】 ①添田町職員採用候補者登録試験申
　込書　②受験票
※申込書などは役場総務課総務係で交
付のほか、郵送請求や町ホームページ
からダウンロードできます。
【提出方法】 ①役場総務課総務係に持参（受付時
　間：土日・祝日を除く８時30分～17時15分）　
　②簡易書留により郵送
※郵送で提出する場合は封筒表面に「職員採用試
験関係書類在中」と朱書きしてください。受験票
を返信しますので、受験票の所定箇所に必ず110
円切手を貼付してください。
【受付期限】 ７月３日㈭
※郵送の場合は、７月３日㈭必着。
【二次試験】８月９日㈯
※詳細は一次試験合格者に通知します。
【書類提出・問い合わせ先】
　〒824-0691
　田川郡添田町大字添田2151番地
　添田町役場総務課総務係（☎82-1231）

税金は納期限までに納めましょう

悪質滞納は許しません！

町 では、公正で適正な負担を図るため、町税
などに滞納がある人に対して、福岡県と共

同で滞納処分を強化しています。
税金の納付が遅れると…
　納期限内に納付がない場合は、滞納となります。
特別な理由もなく滞納が続く人には、滞納処分を
行います
滞納処分の流れ
①督促状の発送
②催告書の発送
③財産調査
　金融機関や勤務先、生命保険会社などを調査し
　ます
④差し押え
　財産（預貯金や給
　与、生命保険、家・
　自動車など）を差
　し押さえます
⑤公売・換価
　差し押さえた財産を換金し、
　滞納している税金に充てます
滞納整理をさらに強化
　特に悪質な滞納事案は、福岡県の特別対策班に
引き継ぎ、特別対策班が滞納者の所有する財産を
徹底して調査します。財産が確認できると、差し
押さえや公売などの厳格な滞納処分を中心とした
滞納整理を行います。特別対策班に引き継ぐ対象
者には、町から「徴収引継予告書」を発送しました。
令和６年度の引き継ぎ件数は15件で、家宅捜索な
どを行い、合計1,519,369円を徴収しました

納付が困難な場合は、まずは相談を
　病気や失業など、やむを得ない理由で納期限ま
でに税金を納めることができない場合は、早めに
相談ください
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

令和７年10月１日採用予定

添田町職員採用候補者登録試験

↑滞納整理のエキスパート（筑豊地区特別対策班）

生命保険会社などを調査し

す

「いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち」を目指して

町民アンケート調査にご協力をお願いします

添 田町第６次総合計画は、令和３年に策定した今後10年間のまちづくりの基本的方向性を示す計画です。
第６次総合計画では 10年後のありたい姿を「いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち」

として、その実現に向け5年間ごとに、取り組む施策などを盛り込んだ実行計画（基本計画）を策定しています。
今回、後半５年間の実行計画策定にあたり、直近５年間を振り返るとともに今後５年間の町のありたい姿の
検討に向けて、広く町民の皆さんの意見や意向を把握するため、アンケート調査を実施します。

◉対象者　無作為抽出した町内在住の約2,000人
◉アンケート発送時期　６月中旬
◉回答方法　①同封の返信用封筒（切手不要）で調
　査票を返信　②パソコンやスマートフォンでオン
　ライン回答
◉回答期限　７月６日㈰

※アンケートは計画の策定に必要な
基礎資料となります。集計結果は統
計的に処理して公表する予定ですが、
個人が特定されることはありません。
率直な意見を聞かせてください。
問 役場まちづくり課政策企画係（☎82-5965）

田

モ バイルバッテリーや加熱式タバコなど、多くの充電式製品に使われているリチウムイオン電池は、強
い衝撃が加わると発煙・発火するため大変危険です。実際に、家庭ごみと一緒に出されたリチウムイ

オン電池が原因でごみ収集車や処理施設で火災が発生しています。ごみ収集が停止する可能性もありますの
で家庭ごみと一緒に出さないでください。　　　　　　　  　 問 役場福祉環境課環境保全係（☎82-1232）

分別にご協力をお願いします

リチウムイオン電池は
一般ごみで出すと火災につながります

◉リチウムイオン電池が使われている製品
　モバイルバッテリー、加熱式
たばこ、コードレス掃除機など
のバッテリー、スマートフォン、
電気かみそり、電気工具、電動
工具、ハンディーファン、電動
式玩具、作業服用ファン　など

▶リチウムイオン電池の見分け方
　　　　　　←電池本体に、このマークが表示され
　　　　　　　ています。表示がなくても充電でき
　　　　　　　る製品や電源に繋がなくても動く製
　　　　　　　品には、リチウムイオン電池が使用
　　　　　　　されている可能性があります
◉回収先
　家電量販店やホームセンターなどにある無料回収
　ボックス、役場福祉環境課環境保全係窓口（１階
　②番窓口）
※ボタン電池も対象です。電池が本体から簡単に取
り外せないものは、そのまま出してください。

　きちんと分別されている資源ごみは、さくら
環境センターからリサイクル業者に引き渡され
資源として再び利用されます。一人ひとりの意
識で、ごみが減り、資源の循環にもつながりま
す。資源ごみの分別にご協力をお願いします。

　　 ご注意ください

▶正しく分別されていない場
　合、ごみ袋に赤いシールを
　貼っています。分別を再確
　認して出し直してください

　　　　　　　　▶段ボールなどの紙類は、濡
　　　　　　　　　れるとリサイクルできませ
　　　　　　　　　ん。天気が良い日に出しま
　　　　　　　　　しょう

～分ければ資源、混ぜればごみ～

　 　 　 　
　　　　　　 　　 　　
　　　　 　　 　　
　　　　　　　

動
ど

方
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問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）
身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

住みやすい国、アルゼンチンを聞く

↑パタゴニアの氷河など、興味を引く話題たくさんの講座

手で足で泥を感じて、お米の大切さを学ぶ

↑最初は戸惑っていた児童もすぐに慣れ、素早く苗を植えます

木々に囲まれた英彦山で、木に触れる

↑一生懸命積み上げた積み木を楽しそうに倒す児童たち

　５月８日、ア
ルゼンチン在住
で一時帰国中の
山本房夫さんを
講師に迎えアル
ゼンチンや南米
各国の近況を聞
く講座「知りた
い！アルゼンチ
ン」が町立図書
館で開かれました。２回目の開催となった講座で山本さ
んは、現地の治安や旅行の話をし、参加者からのサッカー
や食べ物などさまざまな質問に楽しく答えていました。

　５月17日、18
日の２日間、木
のおもちゃキャ
ラバンが英彦山
スロープカー花
駅舎で開かれま
した。子どもや
その保護者は、
国産材から作ら
れた積み木や木
製ホッケーなどのおもちゃで遊び、木に親しみ、木を楽
しんでいました。自然について考えるきっかけになれば
と昨年に続き開かれたこの企画は、秋にも開催予定です。

カラフルな「砂」を使って作品制作

↑砂浜などの装飾に砂を使い、キラキラ輝く作品ができました

　５月14日、添
田小学校４年生
63人が、田植え
体験を行いまし
た。４月に苗床
に種をまき自分
たちで育てた苗
を手に田んぼに
入った児童たち。
田んぼの冷たい
泥に「気持ちいい」、「気持ち悪い」と感じ方は人それぞ
れでしたが、田植えを行いだすとその楽しさに夢中に。
等間隔で植えられた苗は、９月に収穫される予定です。

　５月25日、英彦山神宮奉幣殿で第59回英彦山山開き登
山安全祈願祭が行われました。昨年に続き山頂祭は上宮
修復工事中のため執り行われませんでしたが、雨が降る
悪天候にもかかわらず、昨年より多い300人以上の観光
客や登山客が集まり１年間の山の安全を祈願、祈願祭終
了後には記念手ぬぐいが配られました。また田川警察署
員により、登山時の服装や装備、登山計画、健康状態な
ど７つの注意事項が記されたチラシも配られ、本格的な
登山シーズンに入る前に啓発活動も行われました。

今年も山の事故が起こりませぬように

↑営業再開したホテル和と開業20周年を迎えるスロープカーがデザインされた手ぬぐい

↑中には５匹以上捕まえる児童も　　　↑大物賞を獲得した野上さん

　４月27日、上中元寺公民館横の中元寺川を舞台にヤマ
メ釣り大会が開催されました。日の出前後の釣果が上が
りやすい「朝まづめ」にスタートしたヤマメ釣りは65人
が参加、10時からの小学生以下の児童が参加できるヤマ
メのつかみ取り大会には55人の児童が参加し、びしょ濡
れになりながらヤマメを追いかけていました。早朝３時
に福岡市の家を出発し、23センチのヤマメを釣り上げ小
学生の部で大物賞を獲得した野上裕真さんは「楽しかっ
た。今までで一番釣れました」と喜んでいました。

夜明け前から上中元寺に多くの釣り人が集合

ごみゼロでいつもきれいな彦山川へ

↑ごみを拾う参加者。ごみはポイ捨てせずに持ち帰りましょう

　５月18日、歓
遊舎ひこさん前
の彦山川河川敷
で、清掃ボラン
ティアが行われ
ました。５月11
日から６月10日
までの春の遠賀
川一斉清掃期間
に合わせて上流
の彦山川でも実施。地元の野田行政区や添田町婦人会、
アカザを守る会、シニアパワーアップ塾、町職員など約
50人が捨てられたごみや空き缶などを拾いました。

おいしい笑顔があふれるひととき

↑天気にも恵まれたマルシェ。早々に売り切れた商品も

　４月27日、Ｂ
ＲＴを活かした
にぎわいづくり
実行委員会主催
の「添田駅前市
場マルシェ」が
開かれました。
町の食材を使っ
たお弁当や惣菜、
手作りパンに焼
き鳥、木工品やフラワーアレンジメントなど11店舗が添
田駅舎内外に大集合。ワークショップコーナーもあり、
子どもから大人まで多くの人でにぎわいました。

　４月26日、児
童館で「サンド
アートをつくろ
う」が開催され
ました。カラフ
ルな砂を使って
絵を描くサンド
アートは絵の具
などで描く絵と
は違った仕上が
りになります。最初にテーマを決め、魚や昆虫などの切
り絵にパステルで色付け、背景にカラフルな砂を撒き、
それぞれ幻想的なサンドアートを作っていました。

↑下津野高木神社で奉納された神楽。２日間にわたりさまざまな演目が奉納されました

　４月の英彦山神宮神幸祭を皮切りに５月初旬、五穀豊
穣などを願い、町内各地区で行われた神幸祭。５月３日、
４日の津野神幸祭では、津野神楽保存会の皆さんによる
神楽が奉納されました。上津野お旅所や下津野高木神社
で伝統ある荘厳な舞が披露され、集まった人々を魅了し
ていました。岩瀬地区では17日に二十数年ぶりの神幸祭
が開催され、「わっしょい、わっしょい」と子どもたちが
大きな声を出しながら色とりどりのバレンが飾られた山
笠を引っ張りました。いつもは静かなふる里に太鼓や鐘
の音、子どもたちの声が響き渡っていました。

大切に受け継がれてきた地域の祭り ↓岩瀬地区で二十数年ぶりに行われた神幸祭は、山笠の修繕から始まりました

↑白装束をまとった男衆が神輿を担ぎ２日間6.5キロの道のりを練り歩く須佐神社神幸祭



問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎ 82-1236）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

　

町
内
に
は
指
定
・
未
指
定
に
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
文
化
財
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
文
化
財
が
ど
の
よ
う
に
し
て
大
切
に
守
り
継
が
れ

て
き
た
か
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
今
回
は
、

記
録
が
残
る
英
彦
山
神
宮
上
宮
社
殿
の
再
建
な
ど
の
歴
史
に
触
れ
ま
す
。伏

の
家
が
約
300
軒
も
あ
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
月
に
1
度
、
上
宮
へ
お
参

り
す
る
と
考
え
て
も
、
1
日
10
人
の

山
伏
が
上
宮
を
訪
れ
る
は
ず
だ
が
、

10
日
経
っ
て
も
誰
一
人
見
な
い
こ
と

に
驚
き
を
隠
せ
て
い
な
い
こ
と
も
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
英
彦
山
神
宮
で
は
約
150

年
ぶ
り
に
上
宮
社
殿
の
本
格

的
な
保
存
整
備
工
事
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
上
宮
へ
の
参
拝
は
で
き
ま
せ

ん
。
上
宮
周
辺
に
は
工
事
資
材
な
ど

が
置
か
れ
、
大
変
危
険
な
状
況
の
た

め
立
入
禁
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
商
工
観
光

振
興
課
歴
史
文
化
財
係
）】

鍋
島
家
の
信
仰
と

英
彦
山
神
宮
上
宮
の
再
建
記
録

↑上宮社殿の屋根などに残る鍋島家の家紋

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

★★★
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HAPPY
BIRTHDAY

送信先

あゆちゃん♡ 5才のお誕生日おめ
でとう♡ドレスにメイクすっかり
お姉さんだね！元気なあゆちゃん
でいてくれるだけで家族みんな幸
せだよ♡いつもありがとう！

★
　▷10日／虹の会読み聞かせ（給食）　▷17日／親
　子リトミック（給食）　▷24日／虫よけスプレー
　作り（給食）
★
　▷６日／虹の会読み聞かせ　▷13日／ペッタン
　アート　▷20日／親子健康教室・おっぱい相談
　▷27日／ 4・５・６月生まれの誕生日会
★
▷11日　▷25日／虹の会読み聞かせ
★
▷12日

★

※日程など、詳しくは「おんぶに抱っこ通信」で
確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎ 85-0888）

あゆちゃん♡ 5才のお誕生日おめ

koho@town.soeda.fukuoka.jp
問役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

赤熊 歩
あゆか

佳ちゃん 
６月４日生 ❺ ・庄西

７月生まれの
締め切りは、

６月６月1313日㈮日㈮
です。
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英
彦
山
神
宮
の
上
宮
社
殿
は
、

江
戸
時
代
の
再
建
や
修
繕
な

ど
の
記
録
が
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
宮
社
殿
は
江
戸
時
代
に
何
度

も
焼
失
し
て
お
り
、
そ
の
度
に
再
建

や
修
繕
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
作
業
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
た
の

が
、
肥
前
国
佐
賀
藩
の
鍋
島
家
で
す
。

今
に
残
る
上
宮
の
宝
殿
と
拝
殿

も
天
保
13（
１
８
４
２
）年
と

弘
化
２（
１
８
４
５
）年
に
佐
賀
藩
主

の
鍋
島
斉
正
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
ま

し
た
。
鍋
島
家
の
歴
代
当
主
は
英
彦

山
を
篤
く
信
仰
し
て
お
り
、
そ
の
理

由
の
一
つ
に
、
初
代
藩
主
の
直
茂
の

祖
父
に
あ
た
る
清
久
の
逸
話
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
清
久
は
英
彦
山
へ
参
詣

す
る
途
中
、
誤
っ
て
崖
か
ら
落
ち
て

気
を
失
い
ま
し
た
が
目
を
覚
ま
す
と

無
傷
で
し
た
。
そ
し
て
気
が
付
く
と

左
手
に
は
仏
像
を
握
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
英
彦
山
の
ご
加
護
と
考
え
て
仏

像
を
佐
賀
の
徳
善
院
と
い
う
お
寺
に

安
置
し
、
大
切
に
お
祀
り
し
た
と
こ

ろ
、
鍋
島
家
は
繁
栄
し
た
と
伝
わ
り
、

歴
代
藩
主
に
も
英
彦
山
へ
の
信
仰
が

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
し
た
。

天
保
13
年
の
上
宮
宝
殿
の
再
建

記
録
で
は
、
佐
賀
藩
と
の
工

事
に
か
か
わ
る
や
り
取
り
が
記
さ
れ

て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
す
。

こ
の
記
録
は
工
事
内
容
の
ほ
か
に
、

工
事
を
取
り
仕
切
る
佐
賀
藩
の
役
人

が
交
代
し
た
時
に
は
、
英
彦
山
の
最

高
職
位
で
あ
る
座
主
の
教
有
が
食
事

を
接
待
し
た
こ
と
や
、
雨
天
時
に
は

大
工
た
ち
が
作
業
を
止
め
、
大
南
神

社
へ
参
詣
し
た
こ
と
な
ど
、
色
々
な

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

佐
賀
藩
の
役
人
は
、
英
彦
山
に
は
山

れ

↑「将来は医者になり大切な命を救いたい」と話す住吉さん㊧と寺西町長㊨

住吉さんの卒業論文は図書館館内で自由に閲覧できます↑

◉
７
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

６
月
13
日
㈮
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

【
短
歌　

投
稿
】

わ
け
も
な
く
初
め
て
来
た
道
や
す
ら
ぎ
て

　
　
　
　
　
　

し
ば
し
佇
む
山
藤
の
下　

独
活
山
強
実

種
を
ま
き
苗
の
配
置
を
思
案
し
て

　
　
　
　

菜
園
で
遊
ぶ
細
や
か
な
至
福　

櫻
木
マ
サ
子

緑
映
え
浮
か
れ
る
心
抑
え
つ
つ

　
　
　
　
　

風
の
匂
い
に
誘
わ
れ
散
歩　

佐
藤　
　

直

争
い
罵
声
た
へ
ぬ
世
に
静
か
な
夜

　
　
　
　
　
　

雪
は
降
っ
て
い
た
の
か　

柳
瀬　

一
徳

芋
の
葉
に
コ
ロ
コ
ロ
光
る
雨
の
玉

　
　
　

吾
が
心
底
も
か
く
あ
ら
ま
ほ
し　

西
村　

宗
雪

イ
ト
ト
ン
ボ
石
段
に
来
て
羽
根
休
む

　
　
　
　

遅
れ
て
来
し
ば
番

つ
が
い

な
る
か
な　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

花
は
葉
へ
京
都
を
偲
ぶ
修
験
者　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

石
楠
花
や
が
て
し
ぼ
む
が
命
か
な　
　
　

寺
本　

芳
寛

水
張
り
し
田
に
さ
ざ
波
や
夏
立
ち
ぬ　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

英
彦
山
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
さ
あ
登
ろ
う　

原
田
祥
二
郎

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い

原
田　

順
子
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ま
す
。
詳
し
く
は
放
送

大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
く
だ
さ
い
。

問
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
585
―
３
０
３
３
）

放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

　

ペ
ー
ス
（
☎
093
―
645
―
３
２
０
１
）

　

相
談
員
が
本
人
と
そ
の
家
族
の
困

り
ご
と
を
聞
き
、
解
決
に
向
け
て
一

緒
に
考
え
、
必
要
な
支
援
・
手
続
き

に
繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援
を
行
い
ま

す
。
生
活
全
般
、
子
育
て
や
家
族
の

悩
み
が
あ
る
人
は
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
19
日
㈭

10
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
14
時
30
分

　

／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
３
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

▼
と
き　

６
月
22
日
㈰
10
時
〜
18
時

　
（
受
付
は
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

の
職
業
訓
練
相
談
窓
口

【
施
設
見
学
会
・
説
明
会
】

▼
と
き　

６
月
17
日
㈫
・
７
月
２
日

　

㈬
13
時
〜
２
時
間
程
度

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
で
す
。

直
接
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の
県

出
身
戦
没
者
の
人
々
を
追
悼
し
、
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、
慰
霊
巡
拝
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
巡
拝
地
域

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部（
マ

ニ
ラ
、
カ
リ
ラ
ヤ
、
タ
ク
ロ
バ
ン
、

　

オ
ル
モ
ッ
ク
な
ど
）

▼
期
間

10
月
31
日
㈮
〜
11
月
５
日

　

㈬
の
６
日
間

▼
定
員

15
人

▼
募
集
期
限

９
月
５
日
㈮

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）福
岡
県
遺
族
連
合
会
事
務

局
（
☎
092
―
761
―
０
０
１
２
）

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業

を
行
う
文
部
科
学
省
・
総
務
省
所
管

の
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

▼
第
１
次
試
験
日

９
月
７
日
㈰

▼
受
験
資
格　

▽
令
和
７
年
４
月
１

　

日
に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中

　

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌

　

日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

　

て
い
な
い
人　

▽
令
和
８
年
３
月

　

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教

　

育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

※
そ
の
他
の
受
験
資
格
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

６
月
13
日
㈮
９
時
〜

25
日
㈬
（
受
信
有
効
）

※
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係
（
☎
092
―
411
―
０
0
３
1
）

【
第
２
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試

　

験
・
適
性
検
査
／
７

　

月
５
日
㈯
〜
８
日
㈫

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１

　

日　

▽
口
述
試
験
・

　

身
体
検
査
／
７
月
13

　

日
㈰
〜
16
日
㈬
の
う

　

ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
付
締
切　

６
月
30
日
㈪

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
か
ら
32
歳
ま
で
の
人

※
試
験
会
場
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
試
験
日

10
月
12
日
㈰

▼
会
場　

福
岡
大
学
（
福
岡
市
）、

　

九
州
国
際
大
学
（
北
九
州
市
）

▼
申
込
期
限　

７
月
４
日
㈮
（
当
日

　

消
印
有
効
）

▼
受
験
申
込
書
配
布
場
所　

役
場
福

　

祉
環
境
課
、
県
の
各
保
健
福
祉（
環

　

境
）事
務
所
な
ど

※
受
験
申
込
書
は
郵
送
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会（
☎
092
―
431
―
４
５
９
０
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

８
月
１
日
㈮
〜
令
和

　

８
年
１
月
30
日
㈮

▼
訓
練
科
名

C
A
D
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
エ

　

ン
ジ
ニ
ア
科
／
定
員
20
人
、
住
環

　

境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　

ー
科
／
定
員
12
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業

　

安
定
所
（
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
）
に
求
職

　

を
申
し
込
み
し
て

　

い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

７
月
３
日
㈭

▼
入
所
選
考　

７
月
９
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
公
共

　

職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

福
祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど
300
以
上
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
ま
す
。
学

力
試
験
は
な
く
、
満
15
歳
以
上
で
あ

れ
ば
１
科
目
か
ら
学
習
で
き
る
選
科

履
修
生（
１
年
間
在
学
）、
科
目
履
修

生
（
半
年
間
在
学
）
と
し
て
入
学
で

き
ま
す
。
ま
た
、

満
18
歳
以
上
で
あ

れ
ば
大
学
院
の
修

士
選
科
生
（
１
年

間
在
学
）、
修
士

科
目
生
（
半
年
間
在
学
）

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

９
月
11
日
㈭

▼
授
業
料　

１
科
目
１
万
２
千
円
／

　

入
学
料
別

※
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

試
験
・
募
集

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
内
容　

賃
金
の
ト
ラ
ブ
ル
、
解
雇
、

　

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
や

　

悩
み
な
ど

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所
面

　

談
（
予
約
優
先
／
相
談
無
料
）

※
相
談
内
容
に
よ

り
、
15
時
か
ら
17

時
ま
で
は
弁
護
士

相
談
も
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

▼
対
象
者　

思
春
期
か
ら
妊
娠
・
出

　

産
な
ど
の
各
ラ
イ
フ
シ
ー
ン
で
の

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

税
務
職
員（
高
卒
程
度
）募
集

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

無
料
巡
回
相
談
会

自
衛
官
採
用
試
験

「
不
妊
・
不
育
と
性
の
相
談

セ
ン
タ
ー
」
相
談
業
務

日
曜
労
働
相
談
会

海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

６月１日は人権擁護委員の日です

特設人権相談所を
開設します

　人権擁護委員は、人権相談を受けたり人権の考
えを広めたりする活動を行っています。まちの身
近な相談パートナーである人権擁護委員が家庭内
の悩みごとや隣近所とのトラブル、いじめや差別
などの相談に応じます。
◉とき ６月17日㈫ 10時～15時
◉ところ　そえだジョイ
◉相談料　無料
※秘密は固く守られます。
気軽に相談ください。

問 田川人権擁護委員協議会（☎44-1426）

くらしに役立つ情報満載Information

シカやイノシシから農地を守るため

狩猟免許を
取得しませんか

田 畑を荒らす有害鳥獣を捕獲
駆除するためには、狩猟免

許の取得と狩猟者登録が必要です。
令和７年度の試験日程が決まりま
した。この機会に狩猟免許を取得しませんか。
◉とき　７月23日㈬９時～
◉ところ　福岡県飯塚総合庁舎 
◉試験の種類　▷網猟免許　▷わな
　猟免許　▷第１種銃猟免許　▷第
　２種銃猟免許
◉申込方法　狩猟免許申請書、顔写真、医師の診
　断書、銃砲等の所持許可証の写し（許可を受け
　ている場合のみ）などを飯塚農林事務所に持参
◉手数料　1件につき5,200円
◉申込期間　６月18日㈬～７月２日㈬
問 福岡県飯塚農林事務所（☎0948-21-4953）
【狩猟免許試験予備講習会】
◉と　き ６月29日㈰　９時～16時
◉ところ 飯塚市立岩交流センター
◉費用　受講料2,000円、例題集1,600円
※詳しくは問い合わせください。
問 川崎猟友会（☎73-4237）
　 役場農林業振興課有害鳥獣係（☎82-1237）

６月23日～29日は「男女共同参画週間」です

誰でも、どこでも、
自分らしく

↑あすばる
　ホームページ

町では「男女がともに認め合い、支えあい一人
ひとりが自分らしく生きられるまちづくり」を基
本理念に、男女共同参画社会の実現に向けあらゆ
る分野での女性活躍の推進などジェンダー平等へ
の様々な取り組みを推進します。
【あすばる相談室に相談ください】
　あすばる相談室では、「親子・夫婦関係の悩み」
「職場の人間関係」「恋人やパートナーのこと」な
どの話をお聴きします。相談は無料で秘密は固く
守られます。一人で悩まず相談ください。
◉あすばる相談ホットライン
▶相談専用電話　☎092-584-1266
　女性相談員が相談をお受けします
▶相談受付時間（8/13～15、12/28～1/4を除く）
　▷火曜日～日曜日・月曜日（祝日のみ）＝９時～
16時30分　▷金曜日（祝日を除く）＝18時～20時
30分
◉男性のための電話相談
▶相談専用電話　☎092-584-4977
　男性臨床心理士が相談をお受けします
▶相談受付時間（祝日、8/13～15、12/28～1/4を除く）
▷第１・第３土曜日／14時～16時30分　▷第２・
第４金曜日／18時～20時30分
※あすばる相談室では、面談相談や
メール相談も行っています。詳しく
は福岡県男女共同参画センターあす
ばるのホームページで確認ください。
問 役場総務課男女共同参画推進係（☎82-1231）

　

体
や
性
に
関
す
る
相
談
を
希
望
す

　

る
人

▼
相
談
内
容　

更
年
期
、
流
産
・
死

　

産
に
伴
う
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、
出
生

　

前
遺
伝
学
的
検
査
、
不
妊
・
不
育

　

な
ど
に
関
す
る
こ
と

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
面
接

※
相
談
内
容
に
よ
り
、
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
専
門
医
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
相
談
員　

助
産
師
、
保
健
師
、
関

　

係
職
員

※
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
健

康
増
進
係

（
☎
070
―
３
１
１
３
―
４
８
９
５
）

15時 公
共
職
業
訓
練
生（
８
月
生
）を

募
集
し
ま
す

在
学
）

ま
す
。

月
1
日
㈭

。㈭、

／
相
談
無
料
）

行
い
ま
す
。

せんか。

タ業



う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
障
が
い
の
こ
と
で
、

性
格
や
意
志
の
問
題
で
は
な
く
、
回

復
す
る
病
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
理
解
促
進
や

自
助
グ
ル
ー
プ
活
動
の
周
知
な
ど
を

目
的
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
15
日
㈰
13
時
〜
16
時

10
分
（
12
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
と
こ
ろ　

嘉
麻
な
つ
き
文
化
ホ
ー

　

ル
（
嘉
麻
市
）

▼
内
容　

▽
講
演
＝
「
依
存
症
と
は

　

―
依
存
症
に
よ
る
生
き
づ
ら
さ
ー
」

　

／
講
師
＝
八
幡
厚
生
病
院
米
良
貴

　

嗣
医
師　

▽
当
事
者
・
家
族
の
体

　

験
発
表

▼
対
象
者　

依
存
症
に
関
わ
る
当
事

　

者
お
よ
び
家
族
、
医
療
従
事
者
、　

　

行
政
職
員
、
そ
の
他
興
味
関
心
の

　

あ
る
人

▼
参
加
費

300
円
／
申
込
不
要

問
筑
豊
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

　

ー
ク
実
行
委
員
会
山
方
さ
ん

　
（
☎
090
―
１
９
７
９
―
６
２
７
３
）

　

き
れ
い
な
け
し
の
花
を
見
か
け
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
け
し
に
は

植
え
て
良
い
も
の
と
、
悪
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
（
開
場
９
時
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　

よ
し
ひ
ろ

　

し
、
野
中
さ
お
り

▼
入
場
料

無
料

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
武
貞
眞
弓
歌
謡
教
室
武
貞
さ
ん

（
☎
080
―
３
９
５
９
―
８
０
６
３
）

　

ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン（
依
存
症
）と
は
、

害
が
あ
る
の
は
わ
か
っ
て
い
る
の
に

や
め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な
い
と
い

　

医
療
機
関
で
予
約
し
て
受
診

▼
持
参
品　

受
診
票
、
マ
イ
ナ
保
険

　

証
ま
た
は
資
格
確
認
書

※
９
月
、
10
月
の
集
団
健
診
で
受
診

を
希
望
す
る
場
合
は
、
役
場
健
康
子

育
て
応
援
課
健
康
・
子
ど
も
保
健
係

（
☎
31
―
５
０
０
１
）に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
092
―
651
―
３
１
１
１
）

▼
と
き　

６
月
22
日
㈰
９
時
20
分
〜

　

蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
期
間　

６
月
19
日

　

㈭
〜
30
日
㈪

※
休
館
の
伴
い
、
６
月
５
日
㈭
か
ら

18
日
㈬
ま
で
は
図
書
・
雑
誌
を
合
わ

せ
た
貸
出
冊
数
を
１
人
10
冊
ま
で
と

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
立
図
書
館
（
☎
82
―
４
８
０
０
）

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

目
的
に
、
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
被
保
険
者
に
は
、
６
月
上
旬

に
受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。
な
お
６
月
以

降
に
75
歳
に
な
る

人
に
は
誕
生
月
の

10
日
ご
ろ
に
送
付

し
ま
す
。

▼
受
診
期
限　

令
和

　

８
年
３
月
31
日
㈫

▼
自
己
負
担
額

500
円

▼
受
診
の
方
法　

健
康
診
査
の
実
施

お
知
ら
せ

▼
植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」の
特
徴

　

▽
草
丈
が
大
き
く
１
ｍ
以
上
に
な

　

る　

▽
全
体
が
白
っ
ぽ
い
緑
色
で

　

毛
が
な
い　

▽
茎
を
抱
き
込
む
よ

　

う
に
葉
が
生
え
て
い
る　

▽
葉
が

　

大
き
く
長
楕
円
形
で
ま
わ
り
の
切

　

り
込
み
が
浅
い　

な
ど

※
こ
の
よ
う
な
け
し
を
見
か
け
た
場

合
は
、
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
ま
た

は
警
察
署
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
田
川
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
42
―
９
３
１
３
）

田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）
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田
川
市
立
病
院
で
は
、
毎
月
１
回
、

地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
健
康

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
後
は

簡
単
な
体
操
も
実
施
中
で
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
第
３
回

▼
と
き　

６
月
11
日
㈬
11
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

田
川

　

市
立
病
院
講
堂

▼
講
座
内
容　

災

　

害
と
地
域
防
災

　

〜
田
川
の
防
災

　

を
考
え
る
〜

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
６月17日㈫、７月１日㈫

●補聴器相談（役場ロビー）
　６月13日㈮（15時～）、６月17日㈫（13時～）
●無料法律相談
　（オークホール／13時～16時／予約制）
　６月20日㈮
問 役場福祉環境課福祉・障がい者支援係
　（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　６月10日㈫、７月８日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　６月10日㈫（10時～）、６月26日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口　8,222 人（ー15人）
●男　性　3,898 人（ー４人）
●女　性　4,324 人（ー11人）
●世帯数　4,357世帯（＋２世帯）

人の動き ４月末日現在（　）は前月比

●出生　４ 人
●死亡 11 人
●転入 16 人
●転出 24 人

警察署からのお知らせ
●令和７年度第２回福岡県警察官採用試験
　▶試験日　９月21日㈰
　▶受付期間　７月31日㈭～８月28日㈭
※インターネットから申し込みください。
●外国人を雇用するときは身分確認をしましょう
　不法就労は、不法就労した外国人だけではなく、
就労させた事業主も処罰の対象となることがあり
ます。外国人を雇用するときは、在留カードやパ
スポートに記載の「在留期間」「就労制限の有無」
「資格外活動許可欄」を、必ず実物で確認してくだ
さい。

問 田川警察署（☎42-0110）

３月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（＋６） 44
　人身事故 ０（±０） ５
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（±０） ７

納期限のお知らせ
●６月30日㈪が納期限です
　▷町県民税（１期・全期）
※口座振替日は６月25日㈬です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

【
５
月
９
日
㈮
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
１
件
／
面
積
９
９
５
㎡
を
許
可

▼
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定

　

・
・
・
２
件
／
面
積
１
２
１
１
８
㎡
を
許
可

※
７
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の

締
め
切
り
は
、
６
月
25
日
㈬
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

定

農業委員会報告

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

き
れ
い
な
け
し
の
花
に
ご
用
心

嘉
麻
ア
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム

図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

くらしに役立つ情報満載Information

令和６年度の運用状況などを公表します

添田町情報公開制度
個人情報保護制度

開 かれた町政の推進を目的とした情報公開制度、
個人の権利利益の保護を目的とした個人情報

保護制度の令和６年度運用状況は次のとおりです。

問 役場総務課総務係（☎82-1231）

▶令和６年度 添田町情報公開条例の運用状況

請求 開示 一部
開示 不開示 不存在 却下 取下げ 不服

申立

10 ４ ３ ０ １ ０ ２ ０

▶令和６年度 保有個人情報の開示状況

請求 開示 一部
開示 不開示 不存在 却下 取下げ 不服

申立

３ ０ ２ ０ ０ ０ １ ０

英彦山花園

そえだジョイ・クアハウスを効率的に運用するために

開館時間と休館日が
変わります

７ 月１日から「ふれあいの館そえだジョイ」と「ク
アハウスハピネス」の開館時間と休館日を変更

し、令和８年３月31日まで試験運用を行います。
◉ふれあいの館ジョイ
▶開館時間 10時～19時
　※浴室利用は13時～19時。
▶休館日　毎月第２・第４月曜日

　　12月29日～ 12月31日
　　　　　　　　◉クアハウスハピネス
　　　　　　　　　▶開館時間 10時30分～18時30分
　　　　　　　　　▶休館日　毎月第２・第４月曜日、
　　　　　　　　　　12月29日～１月３日
問 添田町社会福祉協議会（☎82-2600）

武
貞
眞
弓
歌
謡
教
室

歌
ま
つ
り
in
２
０
２
５

検館
し
ま
す
。

６
月
19
日

日
㈪ ら

の

≪アジサイ摘み取り体験≫ 所定のバケツ（10ℓ）に入るだけ
★とき ６月21日㈯～22日㈰ 10時～15時
★体験料　高校生以上700円、小・中学生600円（入園料込み）

≪ラベンダー摘み取り体験≫ 所定のビニル袋（直径10cm）に入るだけ
★とき ６月28日㈯～29日㈰、７月５日㈯～６日㈰ 10時～15時
★体験料　高校生以上800円、小・中学生700円（入園料込み）

問 英彦山スロープカー（☎85-0375）

花の摘み取り体験会

◉
第
４
回

▼
と
き　

７
月
10
日
㈭
11
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
立
病
院
講
堂

▼
講
座
内
容　

草
む
ら
に
潜
む
こ
わ

　

い
お
話
〜
ダ
ニ
対
策
、
大
丈
夫
で

　

す
か
？
〜

※
参
加
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。

問
田
川
市
立
病
院

（
☎
44
―
２
１
０
０
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
中
川
ミ
ヨ
子（
桝

　

田
）
▽
故
新
野
要
子
（
野
田
）
▽

故
上
野
春
子
（
町
三
）
▽
故
菅
和

　

気
子（
庄
中
）故
上
半
美
智
子（
庄

　

中
）

　
　
　
（
令
和
７
年
５
月
14
日
現
在
）

和㈫

パ
ノ
ラ
マ
田
川

田
川
市
立
病
院

み
ん
な
の
健
康
講
座



令
和
７
年
６
月
号

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp 6

月
梅
雨
に
入
り
ま
す
。
行
政
で
は

前
年
度
の
決
算
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

決
算
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
9
月
議

会
で
審
査
し
て
も
ら
う
事
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、住
民
の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
為
、「
い

つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ
る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
▼
今
年
度
（
令
和
7
年
度
）、

予
算
事
業
を
含
む
３
年
間
の
主
な
事
業
を
添
田
町
第
六
次
総

合
計
画
の
取
組
区
分
で
見
ま
す
。
▼
【
定
住
・
愛
着
】
で
は
、

国
重
要
文
化
財
中
島
家
住
宅
の
庭
園
整
備
事
業
、
朝
日
ヶ
丘

団
地
建
替
事
業
、
若
者
定
住
促
進
支
援
事
業
、
旧
政
所
坊
庭

園
な
ど
の
文
化
財
保
護
事
業
、
桝
田
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業
。
▼
【
稼
ぐ
・
関
係
人
口
】
で
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
運
行
開

始
に
伴
う
地
域
振
興
関
連
事
業
、
農
業
の
新
た
な
仕
組
み
づ

く
り
の
農
業
振
興
検
討
事
業
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
周
辺
整
備

事
業
。
▼
【
支
え
合
い
・
助
け
合
い
】
で
は
、
み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
購
入
費
を

助
成
す
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業
、
医
療
的
ケ
ア
児

在
宅
レ
ス
パ
イ
ト
助
成
、
移
動
販
売
事
業
。
▼
【
安
全
・
安

心
】
で
は
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
配
布
、
福
岡
県
植
樹
祭
の
開

催
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
事
業
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
改

定
事
業
。
▼
【
子
育
て
・
教
育
】
で
は
、
添
田
町
立
小
中
学

校
整
備
事
業
、
保
育
料
完
全
無
償
化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

施
設
建
設
事
業
、
添
田
町
青
少
年
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
、
学
校
給
食
の
無
償
化
。
▼
【
関
心
・
自
立
】
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
技
術
者
育
成
事
業
、
等
々
行
っ
て
い
ま
す
。
▼

こ
の
よ
う
な
事
業
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
事
業
と
な
る
と

特
に
財
源
問
題
が
生
じ
て
き
ま
す
。
今
年
度
予
算
を
見
て
も
、

87
億
円
の
予
算
規
模
の
内
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
町
税
収

入
は
6
億
円
で
す
。
残
り
は
地
方
交
付
税
や
町
債
な
ど
借
金

で
賄
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
借
金（
借
入
金
）の
中
で
も
、

今
良
く
聞
く
か
と
思
い
ま
す
が
、「
過
疎
債
」
が
あ
り
ま
す
。

▼
過
疎
債
は
、
法
の
も
と
一
定
の
基
準
以
上
に
人
口
が
著
し
く

減
少
し
て
い
る
な
ど
の
要
件
に
よ
り
、
過
疎
地
域
の
指
定
を

受
け
た
市
町
村
が
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
取
り
組
み

へ
の
支
援
措
置
の
一
つ「
過
疎
対
策
事
業
債
」で
あ
り「
過
疎
債
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
添
田
町
は
過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。
▼
過
疎
債
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
ま
す
。
目
的
は
、

過
疎
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
支
援
し
、
人
材
の
確
保・育
成
、

雇
用
機
会
の
拡
充
、
住
民
福
祉
の
向
上
、
地
域
格
差
の
是
正

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。「
過
疎
債
」
は
有
利
な
条
件
が

設
定
さ
れ
た「
地
方
債
」で
す
。「
地
方
債
」は
家
計
で
い
う
ロ
ー

ン
に
あ
た
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
貸
付
で
あ
り
、
借
金
で
す
。

▼
「
過
疎
債
」
を
ロ
ー
ン
に
例
え
た
場
合
、
①
事
業
に
必
要

な
額
の
100
％
を
ロ
ー
ン
に
て
資
金
調
達
で
き
る
た
め
貯
金
を

取
り
崩
さ
な
く
て
済
む
、
②
毎
年
の
返
済
額
に
応
じ
70
％
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
る
、
と
イ
メ
ー
ジ
出
来
ま
す
。
例

え
ば
、
こ
の
春
竣
工
し
た
添
田
町
立
小
中
学
校
建
設
の
主
な

財
源
は
「
過
疎
債
」
で
す
。
小
中
学
校
の
建
設
の
経
費
を
約

60
億
円
と
す
る
と
、
約
10
億
円
は
返
還
の
必
要
の
無
い
国
か

ら
の
補
助
金
で
し
た
。
残
る
約
50
億
円
に
つ
い
て
は「
過
疎
債
」

を
活
用
し
、
返
済
す
る
70
％
分
が
国
か
ら
交
付
税
と
し
て
配

分
さ
れ
る
た
め
、
実
質
、
町
の
負
担
は
50
億
円
の
30
％
分
に

あ
た
る
約
15
億
円
と
な
り
ま
す
。
▼
こ
の
よ
う
に
「
過
疎
債
」

は
貴
重
な
財
源
で
す
が
、
近
年
は
国
・
県
の
予
算
配
分
や
諸

条
件
に
よ
り
、
希
望
通
り
の
額
を
借
り
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
添
田
町
同
様
に
、
各
市
町
村
に
お
い
て

も
老
朽
化
対
策
な
ど
施
設
整
備
に
関
す
る
要
望
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
▼
「
過
疎
債
」
は
有
利

な
財
源
で
す
が
、
毎
年
返
還
の
必
要
な
借
入
金
で
30
％
は
町

の
負
担
が
あ
り
、
そ
の
財
源
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
頼
り
す
ぎ
る
と
毎
年
の
返
還
額
の
増
加
に
よ
り
、
将
来

の
町
の
財
政
を
圧
迫
し
、
持
続
可
能
性
を
損
な
う
危
険
性
が

あ
り
ま
す
。
▼
今
年
度
は
、
令
和
8
年
度
以
降
の
「
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」の
策
定
を
行
う
事
と
な
り
ま
す
。
▼「
過

疎
債
」
の
活
用
に
は
、対
象
と
な
る
事
業
の
目
的
を
明
確
に
し
、

計
画
に
基
づ
い
た
運
用
を
行
う
事
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
事

に
つ
い
て
も
将
来
の
こ
と
を
見
越
し
、
今
が
良
け
れ
ば
先
の

事
は
ど
う
に
で
も
と
言
う
意
識
で
な
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。

　５月17日、添田中学校体育会が
サン・スポーツランドで開かれま
した。今年から赤・青の２ブロッ
ク制となった体育会。各種目、熱
い戦いが繰り広げられました。

、
ー
か
た
り

　５月17日、
サン・スポー
した。今年か
ク制となった
い戦いが繰り

フォトレポート：添田中体育会
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